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午
後
６
時
過
ぎ
、
高
橋
千
劔
破
幹
事
の
司

会
で
第
21
回
「
周
作
忌
」
の
集
い
が
始
ま
っ

た
。
ま
ず
、
冒
頭
は
「
周
作
ク
ラ
ブ
」
会
長

で
作
家
の
加
賀
乙
彦
さ
ん
の
挨
拶
。「
今
年

に
入
っ
て
、
私
が
し
た
こ
と
は
、
入
院
と
手

術
で
し
た
」。
１
月
入
院
、手
術
。
４
月
22
日
、

米
寿
の
祝
い
（
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
）。

５
月
再
手
術（「
周
作
ク
ラ
ブ
」の
新
年
会
も
、

軽
井
沢
へ
の
「
原
点
の
旅
」
も
欠
席
し
た
）

な
ど
。「
２
月

７
日
の
大
阪
城

ホ
ー
ル
で
開
か

れ
た
「
高
山
右

近
列
福
（
れ
っ

ぷ
く
）
式
」
に

も
欠
席
し
た
」。

（
注
）
高
山
右
近
は
大
名
と
し
て
の
地
位
を

捨
て
、
信
仰
を
貫
い
た
殉
教
者
と
し
て
、

ロ
ー
マ
教
皇
庁
よ
り
、
没
後
４
０
０
年
を

経
て
「
福
者
」
に
認
定
さ
れ
た
。「
福
者
」

と
は
、
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
に
お
い
て
、
信

仰
の
模
範
を
示
し
た
信
者
に
与
え
ら
れ
る

称
号
。
２
月
、
大
阪
城
ホ
ー
ル
で
高
山
右

近
が
福
者
の
列
に
加
え
ら
れ
る「
列
福
式
」

が
行
わ
れ
た
。

「
今
年
前
半
は
、
具
合
が
悪
く
て
、
入
院
が

続
い
た
。
こ
の
頃
は
元
気
を
取
り
戻
し
、
少

し
ず
つ
歩
く
よ
う
に
な
っ
た
（
お
元
気
に

な
っ
て
、
何
よ
り
）。
さ
て
、
何
を
話
し
ま

す
か
。
カ
ト
リ
ッ
ク
の
こ
と
も
い
ろ
い
ろ

あ
っ
た
。
５
月
、
皆
川
達
夫
中
世
音
楽
合
唱

団
65
周
年
記
念
演
奏
会
が
あ
っ
た
。
私
は
、

遠
藤
さ
ん
が
小
説
に
し
な
か
っ
た
高
山
右
近

い
る
。
そ
の
今
年
も
、
は
や
、
秋
。
例
年
の

こ
と
だ
が
、「
周
作
忌
」
の
前
に
は
、「
周
作

ク
ラ
ブ
」
の
総
会
（
総
会
の
様
子
は
、４
ペ
ー

ジ
参
照
）
が
開
か
れ
る
。
午
後
４
時
半
の
総

会
開
会
を
前
に
、
４
時
頃
か
ら
会
員
が
姿
を

見
せ
始
め
る
。
ほ
と
ん
ど
は
、
そ
の
ま
ま
、

午
後
６
時
か
ら
の
「
周
作
忌
」
に
参
加
す
る
。

会
場
に
は
１
０
０
人
を
超
え
る
人
々
が
集
っ

て
い
る
。
周
作
ク
ラ
ブ
や
周
作
ク
ラ
ブ
長
崎

の
会
員
ば
か
り
で
な
く
、
遠
藤
文
学
の
愛
読

者
、
遠
藤
周
作
が
主
催
し
た
素
人
劇
団
「
樹

座
」
や
「
殺
陣
ク
ラ
ブ
」
の
関
係
者
、
遠
藤

周
作
の
幅
広
い
サ
ー
ビ
ス
精
神
や
人
柄
を
慕

う
人
な
ど
、
遠
藤
フ
ァ
ン
が
全
国
各
地
か
ら

集
ま
っ
た
。

左
手
に
も
別
の
遺
影
と
と
も
に
飾
ら
れ
た
大

き
め
の
花
瓶
に
花
々
が
咲
き
乱
れ
て
い
る
。

白
い
花
は
、
コ
チ
ョ
ウ
ラ
ン
と
カ
サ
ブ
ラ
ン

カ
、紫
、薄
紫
、そ
れ
に
緑
の
カ
ー
ネ
ー
シ
ョ

ン
も
あ
る
。
緑
の
花
は
、
色
素
を
吸
わ
せ
て

色
を
つ
け
て
い
る
の
だ
、
と
は
、
如
水
会
館

の
担
当
者
の
話
。
花
々
は
、
遠
藤
周
作
の
歯

科
の
主
治
医
だ
っ
た
ク
リ
ニ
ッ
ク
か
ら
の
贈

り
物
。
遺
影
は
、右
手
を
後
頭
部
に
当
て
て
、

の
け
ぞ
る
よ
う
な
感
じ
で
隣
の
椅
子
に
右
ひ

じ
を
載
せ
て
い
る
お
馴
染
み
の
ポ
ー
ズ
。
右

手
を
額
の
横
に
当
て
て
思
索
の
ポ
ー
ズ
を
と

る
の
が
夏
目
漱
石
文
学
の
真
髄
を
示
す
写
真

な
ら
ば
、
狐
狸
庵
流
の
ポ
ー
ズ
を
と
る
、
こ

の
遺
影
は
、
こ
れ
に
匹
敵
す
る
親
近
感
の
あ

る
「
文
豪
」
写
真
で
は
な
い
か
。

第
21
回
「
周
作
忌
」
の
集
い

　

９
月
29
日
は
、
遠
藤
周
作
が
亡
く
な
っ
た

日
。
夏
の
猛
暑
、
大
雨
、
地
震
な
ど
日
本
列

島
の
各
地
に
は
災
害
の
爪
痕
が
今
も
残
っ
て

　

前
日
の
雨
も
上
が
り
︑
東
京
は
秋
ら
し
い
爽
や
か
な
青
空
が
朝
か
ら
広
が
っ
て
い
た
︒
日
差

し
は
︑
未
だ
き
つ
さ
を
残
し
て
い
る
︒
メ
ト
ロ
の
出
口
を
出
て
︑
東
京
・
一
ツ
橋
の
如
水
会
館

ま
で
歩
く
数
分
間
で
も
︑
肌
に
は
残
暑
の
名
残
が
感
じ
ら
れ
る
︒
遠
藤
周
作
は
︑
悪
天
も
好
天

も
︑
天
気
を
左
右
す
る
と
い
わ
れ
る
が
︑
こ
の
日
は
︑「
周
作
忌
」
ら
し
い
好
天
に
恵
ま
れ
た
︑

と
い
う
と
こ
ろ
か
︒

会場風景

加賀乙彦会長

壇上の遠藤先生

「
こ
こ
だ
け
は
、
仲
間
た
ち
と
心
置
き
な
く
、

 　

遠
藤
周
作
を
語
れ
る
!!
」

今
回
も
、
愉
し
く
、
賑
や
か
に
、「
周
作
忌
」

　

 

報
告
―
―
第
21
回
「
周
作
忌
」
の
集
い

✍
　

如
水
会
館
２
階
の
「
オ
リ
オ
ン
ル
ー
ム
」。

会
場
に
は
、
９
つ
の
テ
ー
ブ
ル
。
銀
屏
風
を

背
景
に
お
い
た
ス
テ
ー
ジ
。
壇
上
の
上
手
に

は
、
遠
藤
周
作
の
遺
影
と
二
つ
の
小
ぶ
り
の

花
籠
（
白
、
紫
、
ク
リ
ー
ム
色
の
花
が
清
楚

だ
）。
写
真
は
、
椅
子
に
座
っ
た
横
向
き
の

も
の
で
、
談
笑
中
と
見
受
け
ら
れ
る
。
入
口
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や
ペ
ト
ロ
岐
部
を
主
人
公
に
し
た
小
説
を
書

い
て
き
た
。
改
め
て
遠
藤
さ
ん
の
こ
と
を
思

い
出
し
た
年
だ
っ
た
」、
な
ど
な
ど
。

「
さ
い
な
ら　

吉
岡
さ
ん
」

　

次
い
で
、「
音

楽
座
ミ
ュ
ー
ジ

カ
ル
」の
女
優
・

高
野（
こ
う
の
）

奈
々
さ
ん
が
登

場
。
ミ
ュ
ー
ジ

カ
ル
『
泣
か
な

い
で
』（
原
作
は
、遠
藤
周
作
の
『
わ
た
し
が
・

棄
て
た
・
女
』）
か
ら
、「
会
え
な
い
日
々
」

と
い
う
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
の
テ
ー
マ
ソ
ン
グ
と

「
泣
か
な
い
で
」
の
２
曲
を
披
露
し
て
く
だ

さ
っ
た
。盛
大
な
拍
手
で
歌
が
終
わ
っ
た
後
、

加
藤
宗
哉
幹
事
が
高
野
さ
ん
に
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
し
た
。
高
野
さ
ん
は
、
２
０
１
０
年

以
来
、
主
役
の
森
田
ミ
ツ
を
３
回
演
じ
た
と

い
う
。「
こ
の
役
を
演
じ
る
の
は
、
難
し
い
。

森
田
ミ
ツ
の
人
生
を
引
き
受
け
る
こ
と
に
な

る
か
ら
。
劇
中
で
は
、『
さ
い
な
ら　

吉
岡

さ
ん
』
と
い
う
科
白
が
、
印
象
に
残
っ
て
い

る
。
森
田
ミ
ツ
の
周
り
の
人
々
へ
の
愛
を
感

じ
る
」。

﹃
沈
黙
︱
サ
イ
レ
ン
ス
﹄
秘
話

　

続
い
て
、
挨
拶
に
立
っ
た
遠
藤
周
作
の
長

男
・
龍
之
介
さ
ん
は
、
映
画
『
沈
黙
』
に
関

す
る
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
紹
介
し
た
。「
毎
年
、

父
の
命
日
に
集
ま
っ
て
戴
き
、感
謝
し
ま
す
。

今
年
は
、
な
ん
と
い
っ
て
も
、
１
月
に
公
開

さ
れ
た
映
画『
沈
黙
』。マ
ー
チ
ン
・
ス
コ
セ
ッ

シ
監
督
は
、
20
数
年
も
構
想
を
練
る
中
、
資

金
の
問
題
も
あ
り
、
映
画
化
は
な
か
な
か
実

現
し
な
か
っ
た
。
宗
教
の
映
画
は
当
た
ら
な

い
と
い
う
。
私
も
、
無
理
か
な
と
思
っ
た
時

期
も
あ
る
。
ス
コ
セ
ッ
シ
監
督
は
公
開
を
前

に
、
去
年
の
11
月
か
ら
３
週
間
日
本
に
滞
在

し
た
。
宿
泊
し
て
い
る
ホ
テ
ル
を
訪
ね
た
。

１
泊
２
０
０
万
円
の
部
屋
に
お
邪
魔
し
た
。

完
成
し
た
映
画
は
、カ
ド
カ
ワ
の
試
写
室
で
、

一
人
で
観
た
。
ま
だ
ス
ー
パ
ー
（
字
幕
）
の

入
っ
て
い
な
い
版
だ
っ
た
。
時
代
考
証
も

し
っ
か
り
し
て
い
て
、
非
常
に
良
い
映
画
だ

と
思
っ
た
。
17
世
紀
の
日
本
の
村
落
が
「
饒

舌
」
に
映
し
出
さ
れ
て
い
た
、
と
思
う
。
観

た
後
、
映
画
の
感
想
を
と
言
わ
れ
て
い
た
の

で
、試
写
中
も
何
を
言
お
う
か
と
緊
張
し
た
。

最
後
の
シ
ー
ン
。
ク
ル
ス
（
十
字
架
）
の
埋

葬
は
、
原
作
に
な
い
シ
ー
ン
な
の
で
、
そ
れ

を
言
お
う
と
思
っ
た
。
映
画
で
は
、
落
ち
こ

ぼ
れ
て
行
く
人
と
そ
う
で
な
い
人
を
対
比
し

て
描
い
て
い
る
の
も
興
味
深
か
っ
た
。
弱
い

人
間
を
応
援
し
て
い
る
。
絶
対
的
な
善
と
か

絶
対
的
な
悪
と
か
は
、な
い
。そ
う
い
う
メ
ッ

セ
ー
ジ
を
感
じ
取
っ
た
。
こ
れ
は
、
遠
藤
文

学
に
も
通
じ
る
と
こ
ろ
が
あ
る
」。

　

さ
ら
に
、
映

画
『
沈
黙
』
関

連
で
は
、
も
う

一
人
。
映
画
の

中
で
村
人
を
演

じ
た
山
田
将
之

さ
ん
も
登
壇
し
、

撮
影
秘
話
な
ど

を
披
露
し
て
く
だ
さ
っ
た
。
主
演
し
た
俳
優

と
の
交
流
な
ど
が
興
味
深
い
。
ち
ょ
っ
と
し

た
シ
ー
ン
に
も
こ
だ
わ
り
、
同
じ
シ
ー
ン
を

繰
り
返
し
撮
影
す
る
ス
コ
セ
ッ
シ
監
督
の
演

出
ぶ
り
も
貴
重
な
話
。
作
品
の
中
で
は
、
や

は
り
、
ラ
ス
ト
シ
ー
ン
だ
と
い
う
。「
手
の

中
に
握
ら
れ
た
ク
ル
ス
。
最
後
に
あ
れ
が
あ

る
か
ど
う
か
で
、
信
仰
心
が
明
確
に
な
っ
た

と
思
っ
た
。
映
像
も
素
晴
ら
し
か
っ
た
。
映

画
『
沈
黙
』
に
参
加
で
き
た
こ
と
は
、
役
者

冥
利
だ
」。

　

献
杯
は
、「
周

作
ク
ラ
ブ
」
顧

問
で
作
家
の
黒

井
千
次
さ
ん
。

「
遠
藤
周
作
は
、

い
ろ
い
ろ
な
面

を
持
っ
て
い

た
。
創
作
に
あ

た
っ
て
は
、
な
ん
で
も
な
い
小
さ
な
場
面
に

と
ら
わ
れ
た
人
。
遠
藤
周
作
に
対
す
る
接
し

方
は
、各
人
各
様
。
接
し
方
に
よ
っ
て
、様
々

な
面
が
現
れ
た
、
と
思
う
」
な
ど
と
、
遠
藤

文
学
の
真
髄
に
つ
な
が
る
解
説
を
し
て
く
だ

さ
っ
た
。

　

皆
さ
ん
、
揃
っ
て
献
杯
し
た
後
、
参
加
者

た
ち
は
、
テ
ー
ブ
ル
の
料
理
に
手
を
伸
ば
し

た
り
、
グ
ラ
ス
を
傾
け
た
り
し
て
、
そ
れ
ぞ

れ
の
テ
ー
ブ
ル
で
談
笑
の
輪
を
広
げ
た
。
暫

く
、
懇
談
の
時
間
が
流
れ
、
笑
い
の
花
が
あ

ち
こ
ち
で
大
き
く
咲
く
。
ほ
か
の
方
々
の
話

も
興
味
深
い
も
の
が
い
ろ
い
ろ
あ
っ
た
け
れ

ど
、紙
幅
の
関
係
で
省
略
さ
せ
て
く
だ
さ
い
。

皆
さ
ん
、
悪
し
か
ら
ず
、
お
許
し
く
だ
さ
い
。

　

午
後
７
時
50
分
。
宴
も
「
中
締
め
」
の
時

間
と
な
り
、
宮
辺
尚
幹
事
が
、
挨
拶
に
立
つ
。

「
去
年
の
周
作
忌
で
20
年
と
言
っ
て
い
た
ら
、

も
う
、
21

年
目
が
来

て
し
ま
っ

た
。
ま
た
、

一
年
経
っ

た
。
こ
こ

に
集
う
と
、

遠
藤
周
作

が
生
き
て

い
る
み
た

い
に
感
じ

る
。
こ
こ
だ
け
は
、
仲
間
た
ち
と
心
置
き
な

く
、
遠
藤
周
作
を
語
れ
る
。
遠
藤
さ
ん
の
話

を
皆
さ
ん
が
生
き
生
き
と
話
す
か
ら
だ
ろ
う
。

嬉
し
い
で
す
よ
ね
」。高
橋
幹
事
の「
宴
酣（
た

け
な
わ
）
で
す
が
、
こ
こ
は
、
こ
れ
に
て
流

れ
解
散
」
と
い
う
こ
と
に
な
っ
た
の
が
、
午

後
８
時
。
楽
し
い
ひ
と
時
は
、
あ
っ
と
い
う

間
に
終
わ
っ
て
し
ま
う
。
一
日
は
長
く
、
人

生
は
短
い
。
来
年
も
、
ま
た
、
皆
さ
ん
、
元

気
で
顔
を
見
せ
て
く
だ
さ
い
。

（
記
・
大
原　

雄
／
写
真
・
田
村
百
合
子
）

高野奈々さん

山田将之さん黒井千次顧問

なごやかな歓談

遠藤龍之介さん


